
文
学
国
語
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授
業
準
備
お
よ
び
実
際
の
授
業
に
必
要
な
資
料
・
デ
ー
タ
類
が
全
て
揃
う
セ
ッ
ト
！

　
﹇
指
導
資
料
（
三
分
冊
）
＋
教
師
用
教
科
書
＋
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
＋
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ
﹈

﹇
構
成
﹈

①
指
導
資
料
﹇
Ｂ
５
判
・
三
分
冊
﹈　
＊
本
文
検
索
が
で
き
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
も
付
属
し
ま
す
。

…
教
材
ご
と
に
丁
寧
な
解
説
を
加
え
、
わ
か
り
や
す
く
具
体
的
な
授
業
展
開
例
や
、
指
導
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

②
教
師
用
教
科
書
﹇
Ａ
５
判
﹈　
＊
セ
ッ
ト
内
に
一
冊
同
梱
。
分
売
可
。

…
教
科
書
と
同
じ
体
裁
の
本
に
注
釈
を
付
記
。
授
業
準
備
の
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

③
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
﹇
１
枚
﹈

…
原
文
テ
キ
ス
ト
、
教
科
書
紙
面
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を
収
録
。

④
指
導
用
各
種
デ
ー
タ
見
本
集

﹇
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ
﹈
＊
デ
ー
タ
類
は
、
基
本
的
に
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
と
一
太
郎
の
両
形
式
で
ご
用
意
し
ま
す
。

　

…
採
用
校
向
け
の
専
用
サ
イ
ト
「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◉
テ
ス
ト
問
題

・
教
科
書
教
材
を
使
っ
た
難
易
度
別
テ
ス
ト
問
題　

・
基
本
テ
ス
ト
（
漢
字
・
語
句
）

・
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
解
答
用
デ
ー
タ

◉
素
材
デ
ー
タ

・
構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト　

・
本
文
語
句
／
漢
字
シ
ー
ト　

・
学
習
課
題
ノ
ー
ト
（
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
）

・
補
充
教
材
（
テ
ス
ト
問
題
付
き
）　

・
追
加
作
品
集

◉
提
示
用

・
提
示
用
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

・
提
示
用
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
（「
こ
と
ま
な
ビ
ュ
ー
ア
」
や
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
、
拡
大
表
示
や
書
き
込
み
を
行
い
な
が
ら
教
科
書
紙
面
を
提
示
で
き
ま
す
。）

◉
そ
の
他

・
こ
と
ま
な
辞
書
（
教
師
用
）『
新
明
解
国
語
辞
典
第
八
版
』『
全
訳
読
解
古
語
辞
典
第
五
版
』『
全
訳
漢
辞
海
第
四
版
』
↓
p. 

64

・
評
価
支
援
ツ
ー
ル
（
観
点
別
評
価
・
評
定
集
計
表
）
↓
p. 

60

「
指
導
と
評
価
」を
支
え
る
指
導
書・教
材

『
精
選
文
学
国
語
』『
新
文
学
国
語
』

指
導
書

生
徒
用
教
材

13

行
方
不
明
に
な
っ
た

李り

徴ち
ょ
う

と
袁え

ん

傪さ
ん

の
再
会

（
初
め
～

・
７
）

李
徴
は
博
学
才さ

い

穎え
い

の
官
吏
だ
っ
た
が
、
詩
人
を
志
し
て
官

を
退
く
。
し
か
し
文
名
は
揚
が
ら
ず
、
生
活
苦
の
た
め
再

び
官
吏
に
戻
る
。
鬱う
つ

々う
つ

と
し
た
日
々
を
過
ご
す
う
ち
、
突

然
①

し
、
行
方
不
明
に
な
る
。
翌
年
、

旧
友
だ
っ
た
袁
傪
は
偶
然
に
も
李
徴
と
再
会
し
た
。

李
徴
の
独
白

（

・
８
～

・
15
）

李
徴
は
袁
傪
に
、
己
が
虎
の
身
と
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
語

り
、
や
が
て
は
人
間
だ
っ
た
時
の
②

を

も
失
う
こ
と
へ
の
哀か
な

し
み
を
訴
え
る
。

李
徴
は
、
自
作
の
詩
の
伝
録
を
袁
傪
に
依
頼
す
る
。
袁
傪

は
そ
の
詩
に
③

し
な
が
ら
も
、
第
一
流

の
作
品
と
し
て
は
何
か
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
感

じ
た
。
李
徴
は
、
自
分
が
虎
に
変
身
し
た
理
由
を
、

「
④

」
と
「
尊
大
な
羞
恥
心
」
と
い
う
己

の
⑤

に
求
め
る
。

李
徴
と
袁
傪
の
別
れ

（

・
16
～
終
わ
り
）
李
徴
は
、
妻
子
の
今
後
を
袁
傪
に
頼
み
、
己
の
乏
し
い
詩

業
の
ほ
う
を
優
先
す
る
よ
う
な
男
だ
か
ら
虎
に
な
る
の
だ

と
⑥

す
る
。
最
後
に
李
徴
は
、
袁
傪
一

行
に
虎
と
な
っ
た
己
の
姿
を
現
し
、
叢
へ
と
躍
り
入
っ
た
。

二
文
章
の
内
容
を
理
解
し
よ
う
。

１
「
叢
の
中
か
ら
は
、
し
ば
ら
く
返
事
が
な
か
っ
た
。」（

・
８
）
に
つ
い
て
、
こ
の

と
き
の
李
徴
の
心
情
と
し
て
適
切
で
な
い
も
の

0

0

0

0

0

0

0

を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア

食
ら
い
た
い
と
い
う
虎
の
本
能
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。

イ

旧
友
を
襲
お
う
と
し
た
自
分
の
所
業
に
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
。

ウ

今
の
自
分
の
醜
い
姿
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
。

エ

か
つ
て
の
親
友
と
話
が
し
た
い
と
い
う
思
い
が
こ
み
上
げ
て
い
る
。

２
「
こ
の
超
自
然
の
怪
異
」（
・
２
）
の
内
容
を
具
体
的
に
説
明
し
た
次
の
文
の
空
欄

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

一
年
前
に
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
旧
友
の
李
徴
が

①

と
し
て
自
分
に
襲
い

か
か
ろ
う
と
し
、

②

を
操
っ
て
語
り
か
け
て
き
た
こ
と
。

①②

全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う

次
の
空
欄
に
本
文
中
の
言
葉
を
入
れ
、
全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う
。

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

山
月
記

小
説
︵
一
︶

◆二 25

25

31

31

25

24

12

一
次
の

線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書

き
な
さ
い
。

①

意
気
が
揚

が
る
。

②

整
っ
た
容
貌

。

③

職
を
失
っ
て
貧
窮

す
る
。

④

寒
さ
に
堪

え
る
。

⑤

既

に
調
査
済
み
だ
。

⑥

感
情
を
抑

え
る
。

⑦

闇

の
中
を
奔
走
す
る
。

⑧

自
分
の
限
界
を
悟

る
。

⑨

礎

を
築
く
。

⑩

巧
拙

は
問
わ
な
い
。

二
次
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ

い
。

①

遭
難
者
を
ソ
ウ
サ
ク

す
る
。

②

反
旗
を
ヒ
ル
ガ
エ

す
。

③

意
見
が
シ
ョ
ウ
ト
ツ

す
る
。

④

忍
び
泣
き
の
声
が
モ

れ
る
。

⑤

シ
ュ
ウ
ア
ク

な
容
姿
。

⑥

カ
タ
ワ

ら
に
寄
り
添
う
。

⑦

分
け
ヘ
ダ

て
な
く
接
す
る
。

⑧

ザ
ン
ギ
ャ
ク

な
行
為
。

⑨

シ
ュ
ウ
チ
ャ
ク

心
が
強
い
。

⑩

音
楽
家
の
ソ
シ
ツ

が
あ
る
。

三
次
の
語
句
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

①

非
凡

②

自
嘲

③

切
磋
琢
磨

④

弄
す
る

四
次
の
語
句
を
使
っ
て
短
文
を
作
り
な
さ
い
。

①

歯
牙
に
も
か
け
な
い

②

茫
然

第
一
部漢

字
・
語
句
を
確
認
し
よ
う

教科書
P.22～34

山
月
記

▼
会
話
と
地
の
文
の
関
係
に
着
目
し
て
、
人
物
像
を
把
握
す
る

検印

中
島
敦

・・・・・・

●『精選 文学国語』学習課題ノート

●『新 文学国語』学習課題ノート

●『精選 文学国語』　学習者用デジタル教科書
●『新 文学国語』　学習者用デジタル教科書

→p.63

全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う

漢
字
・
語
句
を
確
認
し
よ
う

１ 

次
の
�
�
線
部
の
漢
字
は
読
み
を
、
カ
タ
カ
ナ
は

漢
字
を
書
き
な
さ
い
。 

①
セ
ツ
［

］
を
屈
す
る
。

②
シ
ガ
［

］
に
も
か
け
な
い
。

⑩
目
の
前
に
躍
［

］
り
出
る
。

③
名
を
ナ
［

］
す
。

④
格
調
が
コ
ウ
ガ
［

］
な
作
品
。

⑤
ヒ
ボ
ン
［

］
な
才
能
を
感
じ
さ
せ
る
。

⑥
シ
ュ
ウ
チ
シ
ン
［

］
を
も
つ
。

⑦
互
い
に
切
磋
琢
磨
［

］
す
る
。

⑧
俗
物
［

］
と
呼
ば
れ
る
。

⑨
小
細
工
を
弄
［

］
す
る
。

袁
傪
と
の
別
れ

（
80･

5
～
終
わ
り
）

袁
傪
へ
の
依
頼

（
78･

14
～
80･

4
）

李
徴
の
告
白
（
三
）

（
76･

7
～
78･

13
）

李
徴
の
告
白
（
二
）

（
71･

5
～
76･

6
）

李
徴
の
告
白
（
一
）

（
71･

14
～
74･

4
）

李
徴
と
袁え

ん

傪さ

ん

の
再
会

（
70･

1
～
71･

13
）

李り

徴
ち
ょ
う

の
発
狂
と
失
踪

し

っ

そ

う

（
初
め
～
69･

15
）

・
袁
傪
一
行
に
姿
を
見
せ
た
虎
は
、
再
び
そ
の
姿
を
見
な
か
っ
た
。

・
袁
傪
へ
の
依
頼
＝
故
郷
に
残
し
た
妻
子
の
今
後
を
袁
傪
に
頼
む
。

・
虎
に
な
っ
た
理
由
＝
〈
妻
子
よ
り
、
詩
業
を
気
に
か
け
る
こ
と
〉
と
自

嘲
。

・
虎
に
な
っ
た
理
由
＝
〈
臆
病
な
自
尊
心
＋
尊
大
な
自
尊
心
］
〉
と
語
る
。

・
袁
傪
へ
の
依
頼
＝
自
作
の
詩
の
伝
録
を
袁
傪
に
頼
む
。

・
今
の
思
い
を
、
即
席
の
詩
に
述
べ
る
。

・
虎
に
な
っ
た
理
由
も
わ
か
ら
ず
生
き
る
＝
生
き
物
の
さ
だ
め
と
語
る
。

・
し
だ
い
に
人
間
だ
っ
た
記
憶
も
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
悲
し
み
を
語
る
。

・
袁
傪
に
遭
遇
→
草
む
ら
に
姿
を
隠
し
な
が
ら
も
、
再
会
を
喜
ぶ
虎
の
李

徴
。

官
吏

―
博
学
才さ

い

穎え

い

、
若
く
し
て
官
吏
と
な
る
が
、
ま
も
な
く
退
官
。

詩し

家か

―
文
名
は
あ
が
ら
ず
、
生
活
は
貧
窮
、
詩
業
に
半
ば
絶
望
。

地
方
官
吏
―
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
発
狂
、
失
踪
す
る
。

山
月
記

中な
か

島じ
ま

敦
あ
つ
し

【
教
科
書

P.68~

P.81
】 

心
情
の
表
現

●
〈
執
着
〉
す
る
心
を
捉
え
る
。 

検印 

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う 

１ 

虎
に
な
る
前
の
李
徴
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
、
捉

え
よ
う
。 

１

主
人
公
・
李
徴
の
状
況
の
変
化
を
、
時
系
列
に
そ
っ
て
次
の
よ
う
に
ま

と
め
た
。
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
あ
と
か
ら
選
び
、
書
き
な
さ
い
。

官
吏
登
用
試
験
＝
①[

 
 
 
 
]

に
合
格
。 

↓

江こ
う

南な
ん

尉い

と
な
る
が
、
い
く
ば
く
も
な
く
②[

]

。 

↓

③[
]

に
帰
り
、
④[

 
]

に
専
念

す
る
。↓

生
活
が
苦
し
く
な
り
、
⑤[

 
 

 
 
 
]

の
職
に
就
く
。 

↓

公
用
の
旅
先
で
⑥[

 
 
 
]

し
、
⑦[

 
 
 
 
]

に

変
身
。

発
狂

故
郷

退
官

 

地
方
官
吏

虎

科
挙

詩
作

２

虎
に
な
る
前
の
李
徴
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
か
。
適
切
な
も
の

を
次
の
中
か
ら
三
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

知
識
豊
富
で
、
抜
き
ん
で
た
才
能
を
も
っ
て
い
た
。

イ

協
調
性
が
あ
り
、
他
の
官
吏
た
ち
と
共
に
行
動
し
た
。

ウ

自
分
の
意
志
を
固
く
守
っ
て
、
人
と
妥
協
し
な
か
っ
た
。

エ

そ
の
才
能
ゆ
え
に
、
人
か
ら
の
信
頼
が
非
常
に
厚
か
っ
た
。

オ

自
分
の
能
力
や
才
能
に
、
強
い
自
信
を
も
っ
て
い
た
。

３

「
い
く
ば
く
も
な
く
官
を
退
い
た
」
（
68
・
3
）
と
あ
る
が
、
李
徴
が

役
人
を
や
め
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
が
わ
か
る
一
文
を
本
文
中
か
ら

探
し
、
初
め
の
五
字
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。

２ 

「
袁え

ん

傪さ
ん

」
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
、
捉
え
よ
う
。 

１

「
袁
傪
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
空
欄
に

あ
て
は
ま
る
語
句
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

に
進
士
に
合
格
、
現
在
は
、
監 か

ん

察 さ
つ

御 ぎ
ょ

史 し

で
あ
る
。

・
李
徴
と
①

・
②

の
少
な
か
っ
た
李
徴
に
と
っ
て
、
最
も
親
し
い
友
だ
っ
た
。 

超
現
実
的
な
事
象
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
よ
う
。

［
内
容
解
説
資
料
］
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「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」か
ら
、

三
省
堂
教
科
書・教
材
へ
の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
版
以
降
の
三
省
堂
教
科
書
の
指
導
用
デ
ー
タ
は
、

学
校
ご
と
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
る

「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
を
通
じ
て
配
信
し
ま
す
。

・
三
省
堂
の
教
科
書
ほ
か
教
材
・

学
参
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
商
品
の
付
属
指
導

用
デ
ー
タ
や
資
料
、
準
拠
の

デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ご
採
用
校
ご
と
に
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
学
校
内
で
あ
れ
ば
複
数

端
末
で
利
用
可
能
で
す
。

・
教
科
書
関
係
で
は
、
指
導
書

付
属
と
し
て
提
供
す
る
全
て

の
デ
ー
タ
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
た
、
追
加
デ
ー

タ
が
あ
る
場
合
も
随
時
更
新

し
て
い
き
ま
す
。

・「
こ
と
ま
な
Ｄ
」
は
、
先
生
方
が
お
持
ち
の
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
と
連
携
し
て
指
導
用
デ
ー
タ
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
デ
ー
タ
を

当
該
ア
カ
ウ
ン
ト
の
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ド
ラ
イ
ブ
」
に
コ
ピ
ー
し
、
利

用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

・
上
記
「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
採
用
の
商
品
に
合
わ
せ
た
デ
ー
タ
を
閲
覧
・
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

1 学期 A B C
3 2 1

クラス 番号 名前 知識・技
能

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

評定 知識・技
能

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

達成度 評定

1 1 サンプル１ B A A 4 B A A 8 4 達成度 評定
1 2 サンプル２ A B B 4 A B B 7 4 9 5
1 3 サンプル３ B B B 3 B B B 6 3 8 4
1 4 サンプル４ B B B 3 B B B 6 3 7 4
1 5 サンプル５ A A A 5 A A A 9 5 6 3
1 6 サンプル６ B B B 3 B B B 6 3 5 3
1 7 サンプル７ B B B 3 B B B 6 3 4 2
1 8 サンプル８ A B B 4 A B B 7 4 3 1
1 9 サンプル９ B B B 3 B B B 6 3
1 10 サンプル１０ B B B 3 B B B 6 3
1 11 サンプル１１
1 12 サンプル１２
1 13 サンプル１３
1 14 サンプル１４
1 15 サンプル１５
1 16 サンプル１６
1 17 サンプル１７
1 18 サンプル１８
1 19 サンプル１９
1 20 サンプル２０
1 21 サンプル２１
1 22 サンプル２２
1 23 サンプル２３
1 24 サンプル２４
1 25 サンプル２５
1 26 サンプル２６
1 27 サンプル２７
1 28 サンプル２８
1 29 サンプル２９
1 30 サンプル３０
1 31 サンプル３１

最終評価 システム集計評価

検討用資料 

- 2 -

月 
単

元 

配
当
時
間 

「教材名」 

●教材のねらい 
学習活動 

学習指導要領の指導事項 

❖言語活動例 
評価規準 

４
～
５ 

１ 

わ
か
り
合
う
た
め
に 

８ 「伝え合いに大事なことを考え

る」 
●情報を読み解く 

1 「国語に関する世論調査」

によると、相手との伝え合い

（コミュニケーション）では何

が重視されているか考える。 
2 相手との伝え合い（コミュニ

ケーション）の中で自分が重

視していることは何か、考え

る。 
3 考えたことをまわりの人と話

し合う。 
 
※表現テーマ例集「コミュニケ

ーション」 

知識及び技能 

言葉の特徴や使い方 

ア 言葉には、認識や思考を支

える働きがあることを理解する

こと。 
ウ 常用漢字の読みに慣れ、

主な常用漢字を書き、文や文

章の中で使うこと。 
情報 

ア 主張と論拠など情報と情報

との関係について理解するこ

と。 
 
思考力、判断力、表現力等 

読む 

ア 文章の種類を踏まえて、内

容や構成、論理の展開などに

ついて叙述を基に的確に捉

え、要旨や要点を把握するこ

と。 
 
❖イ 異なる形式で書かれた複

数の文章や、図表等を伴う文

章を読み、理解したことや解

釈したことをまとめて発表した

り、他の形式の文章に書き換

えたりする。 

知識・技能 

・言葉には、認識や思考を支える働

きがあることを理解している。 
・常用漢字の読みに慣れ、主な常

用漢字を書き、文や文章の中で

使うことができる。 
・主張や論拠など情報と情報との関

係について理解している。 
 
思考・判断・表現 

・文章の種類を踏まえて、内容や構

成、論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え、要旨や要

点を把握している。 
 
主体的に学習に取り組む態度 

・〔知識･技能の評価規準〕+〔思考･判

断･表現の評価規準〕+「粘り強い取

り組みを行うとともに、自らの学習を

調整しようとしている」。 
例）言葉には、認識や思考を支える

働きがあることを理解したり、文

章の種類を踏まえて、内容や構

成、論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え、要旨や要

点を把握したりすることに向けた

粘り強い取り組みを行うとともに、

自らの学習を調整しようとしてい

る。 
※知識及び技能(1)ア、読む(1)ア、の

場合 

 

「届く言葉、届かない言葉」 
●情報を要約する 

1 文章を読み、概要を把握す

る。 
2 三つの事例を中心に三段

落に分ける。 
3 主張と事例の関係を捉え直

す。 

 

「わかりあえないことから」 
「聞く力」 
●情報を関連づけてまとめる 

1 二つの文章を読み、それぞ

れの内容を要約する。 
2 二人の筆者のコミュニケー

ションに対する考え方の特徴

を指摘する。 
 

「振り返る」 1 適宜、課題に取り組む。 

 
  

三
省
堂
教
科
書
は
、学
校
ご
と
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く

「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」に
資
す
る
授
業
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

教
科
書
上
で
「
振
り
返
り
」を
明
示
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
↓
振
り
返
り
で

自
己
評
価
も
！ 

観
点
別
評
価
に
対
応
し
た
、

単
元
ご
と
の
評
価
規
準
例
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

観
点
別
評
価
の
記
録
、

お
よ
び
評
定
へ
の
換
算
が
で
き
る

エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

※上記はいずれもサンプルです。それぞれの具体や全体像は、ウェブサイトおよび指導書にてご確認ください。

・指導書やワークブックにて、豊富なテスト問題をご用意しています。
　Googleフォームを使うことで、集計も管理できます。

※単元ごとの観点別評価を記録し、
集計できます。

　CPや評定への換算式をカスタ
マイズできます。

（「精選 現代の国語」の例）

（「新 現代の国語」の例）

1 学期 以上　A 7.2 80% 以上　A 7.7 80% 以上　A 7.2 80% 達成度 A B C
未満　C 3.6 40% 未満　C 3.8 40% 未満　C 3.6 40% 3 2 1

達成度計 9 達成度計 9.6 達成度計 9 重み付け→ 1 1 1

クラス 番号 名前 A B C 達成度 評価 A B C 達成度 評価 A B C 達成度 評価 知識・技
能

知識・技
能

思考・判
断・表現

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

主体的
に学習
に取り組
む態度

1 1 サンプル１ 1 2 0 7.0 B 2 1 0 8.6 A 2 1 0 8.0 A B 2 B 2 A 3
1 2 サンプル２ 2 1 0 8.0 A 0 0 0 6.4 B 1 2 0 7.0 B A 3 B 2 B 2
1 3 サンプル３ 0 0 3 3.0 C 0 0 0 5.4 B 0 1 2 4.0 B C 1 C 1 B 2
1 4 サンプル４ 1 2 0 7.0 B 0 0 0 7.4 B 1 2 0 7.0 B B 2 A 3 B 2
1 5 サンプル５ 3 0 0 9.0 A 0 0 0 9.6 A 3 0 0 9.0 A A 3 A 3 A 3
1 6 サンプル６ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 4.2 B 0 2 1 5.0 B B 2 B 2 C 1
1 7 サンプル７ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 4.2 B 0 2 1 5.0 B B 2 B 2 C 1
1 8 サンプル８ 2 1 0 8.0 A 0 0 0 6.4 B 1 2 0 7.0 B A 3 B 2 B 2
1 9 サンプル９ 0 0 3 3.0 C 0 0 0 5.4 B 0 1 2 4.0 B C 1 C 1 B 2
1 10 サンプル１０ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 6.4 B 0 3 0 6.0 B B 2 B 2 B 2
1 11 サンプル１１
1 12 サンプル１２
1 13 サンプル１３
1 14 サンプル１４
1 15 サンプル１５
1 16 サンプル１６
1 17 サンプル１７
1 18 サンプル１８
1 19 サンプル１９
1 20 サンプル２０
1 21 サンプル２１
1 22 サンプル２２
1 23 サンプル２３
1 24 サンプル２４
1 25 サンプル２５
1 26 サンプル２６
1 27 サンプル２７
1 28 サンプル２８
1 29 サンプル２９
1 30 サンプル３０
1 31 サンプル３１

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 ぐうぜん、うたがう、読書のススメ

評
価
の
サ
ポ
ー
ト

Ｇｏｏｇ
ｌｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
連
携
「
こ
と
ま
な
Ｄ
」



63 62

よ
り
便
利
に
、

さ
ら
に
手
軽
に
、

漢
文
の
編
集
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
主
な
機
能
﹈

・
文
字
ご
と
の

訓
点
、
句
読
点
、

振
り
仮
名
、
送
り
仮
名

な
ど
の
設
定

・
行
間
の
設
定

・
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
／
一
太
郎
へ
の

書
き
出
し
（
再
編
集
可
）

﹇
主
な
機
能
﹈　

・
教
科
書
紙
面
表
示

・
本
文
、
課
題
拡
大
表
示

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
の
閲
覧

・
書
き
込
み
（
ペ
ン
、
マ
ス
ク
、
マ
ー
カ
ー
、

ス
タ
ン
プ
、
付
箋
テ
キ
ス
ト
等
）

・
任
意
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
の
追
加

よ
り
便
利
に
、よ
り
使
い
や
す
く
。「
漢
文
エ
デ
ィ
タ
」が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
！

ご
要
望
の
多
か
っ
た
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
／
一
太
郎
へ
の

書
き
出
し
後
の
再
編
集
に
対
応
し
ま
し
た
！

●
教
科
書
紙
面
表
示

●
本
文
・
課
題
拡
大
表
示

〝
一
人
一
台
端
末
〞時
代
の
授
業
を
支
え
る『
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
』

１ユーザー１ライセンス
　［在学期間］

●アプリ版（オフライン利用可能）
Windows 10/11  iPadOS最新版対応

●Webブラウザ版（オンラインのみ）
Chrome、Edge、Safari(iPad)推奨

デジタル教科書を
体験！

※体験版のページに
リンクします。

Word／一太郎上で漢
文をクリックするとエ
ディタが立ち上がり、
すぐに修正できる！

漢文エディタは「文学国語」「古典探究」指導書の付属データ
として、「ことまな学校サポートサイト」からプログラムを
ダウンロードしてお使いいただけます（Windows版のみ）。

編集後、ボタン一つ
でWord／一太郎に
書き出し可能！




